
第３学年 社会科学習指導案 

 
                                      日 時  平成２３年１１月１５日（火）４校時 
                                      学 級    ３年２組 男子２０名 女子２０名 計４０名 
                                      場 所    ３年２組教室 
                                      授業者    教諭  米沢 俊哉 
 
１ 単元名   調べよう物をつくる仕事 「ようかんをつくる仕事」 
 
２ 単元について 
（１）教材について 

本単元は、学習指導要領第３学年及び第４学年内容（２）ア「地域には生産や販売に関する仕事 

  があり、それらは自分たちの生活を支えていること」イ「地域の人々の生産や販売に見られる仕事 

の特色及び国内の他地域などとのかかわり」に基づいて構成している。 
   主教材としては、工場の見学を通して、消費者が買い物で気をつけていること、それに応えるた

めに生産者も工夫や努力をしていることを学習する。また、見学後に原料の仕入れを通した他地域
との結びつきについて学習する。これらを通して、地域社会における生産活動について学習する構
成となっている。 

   水沢小学校のある奥州市は、産業が盛んで、伝統的な特産品を作る工場も多い。地域の工場は、
製菓工場、鋳物工場、木工工場など形態が多様であり、それぞれの工場では、製品を多く売るため
の工夫をしている。本単元では、工場を見学することで、生産者は様々な工夫をしていることや、
消費者は品質や安全を考えて商品を購入していることなどの相互の工夫や努力について関連付けて
考える。そのことで、消費者としてよりよい商品の買い方について考え、社会的な見方や考え方を
育てることができる教材である。 

（２）児童について 
児童はこれまでに「見直そうわたしたちの買い物」の学習において、地域の商店に見学をしたり、

インタビューをしたりしてきた。学習のまとめとして、店の人の工夫や努力を振り返りながら、店
の広告を作る活動も行った。その中で、消費者側の願いに応えるように販売者側がさまざまな工夫
をしていることを学んできた。また、調べる課題を設定し、具体的に予想した上で見学したり、地
図や広告などにまとめたりする方法も身に付けてきている。ただし、工場という生産活動を行う場
所での調査活動は初めて行うことになる。 

   児童の社会科に対する関心はとても高く、９割以上の子が「好き・どちらかといえば好き」と答
えている。その理由として、「見学をしたり、見学後に詳しく調べたりするのが楽しい。」「調べ
たことをもとにチラシを作るのが楽しい」「ひみつや工夫などを調べるのがおもしろい。」という
ことが主な理由であった。地域の伝統産業への認知については、岩谷堂羊羹や南部鉄器については
多くの子が知っていたものの、それらが市内で作られていることを知らないでいる児童が数名いた。
また、生産者の工夫、他地域とのかかわりにより生産活動や流通が成り立っているということも気
付いていない。 

  以上の実態から、インタビューや観察といった見学を中心とした学習をすることにより、生産者
の工夫や努力を実感を伴って理解できるように工夫する必要がある。 

(３) 指導にあたって 
   指導にあたって、特に工夫する点は次の４つである。 

① 根拠を明らかにして考えさせたり、考えたことを分かりやすく表現させたりする 

資料をもとにして、「なぜなら・・」のように根拠を明らかにしたり、「たとえば・・」のよ
うに具体例を挙げて説明させたりすることで、社会的な見方や考え方、わかりやすく説明する力
を育てる。 

 ② 比較・関連付けを意図した資料提示 
      自分たちで作成した表やグラフ、工場を見学したときの写真等も使用して生産側や消費者側の

工夫や願いを考えさせる。これらの活動を通して、資料を作成する力を育てるとともに、資料を
読み取る力、資料から考える力を育てる。 

③ 家庭学習との連動 

    副読本「わたしたちの奥州市」や工場のパンフレットを利用しての家庭学習や、お土産調べの
グラフの結果からの読み取りを家庭学習にすることにより、学習への興味・関心と資料の読み取



り能力を高める。 

④ 「習得→活用」場面の設定 

    単元の最後に工場について調べたことをパンフレットにまとめる場を設定する。既習を活かし
て、消費者側の願いに合った生産者側の意図を考えさせる。自分でパンフレットを作ったり、友
達のパンフレットを見たりすることで、実生活の消費活動にも活かしていく姿勢を育てたい。 

(４)「知識・技能」を活用し、表現する言語活動 
          既習事項【何を】         既習事項の活用【どのように】 

【知識・理解】 

－見直そうわたしたちの買い物－ 

・スーパーマーケットで働く人々は、消費者のニーズ
に応じた様々な工夫や努力をしていること。 

・ねらいをもって広告は作成されていること。 

・値段や購入する商品によって、消費者は店を選んで
いるということ。 

 

【技能】 

－調査－ 
・スーパーマーケット見学で、販売側、消費者側の両
方の側に立って調査する。 

・スーパーマーケットで働く人に、仕事の内容や工夫
についてインタビューする。 

 －読み取り－ 

・買い物調べの表やグラフ、地図から、必要なことを
読み取る。 

 －表現－ 

・広告にまとめる。 

【思考・判断・表現】 

 

・工場で働く人々の消費者のニーズに応じた様々な工
夫や努力を考える。 

・ねらいを明らかにしたパンフレットの作成の仕方を
考える。 

・消費者の側に立って、どんな製品の買い方をしたら
よいかを考える。 

 

【技能】 

・工場見学で、生産者側、消費者側の両方の側に立っ
て調査する。 

・工場で働く人に、仕事の内容や工夫についてインタ
ビューする。 

 
・お土産調べの表やグラフ、流通の地図から、必要な
ことを読み取る。 

 

・パンフレットにまとめる。 

  消費者の願いを考え、生産者側のねらいがわかるパンフレットを作成するという言語活動を単元のま
とめに位置付ける。この言語活動を充実させるための手立ては次の２点である。 

 ① 生産者の努力や工夫、消費者の願いについて考える学習を単元のふかめる段階に位置付け、見方
や考え方を深めさせる。 

 ② 表やグラフ、写真などの資料から、必要なことを読み取らせたことをノートに書かせる。 
 
３ 単元の目標と評価規準 
          目   標             評 価 規 準 
社会的事象への 
関心・意欲・態度 

○地域の産業に関心をもち、意欲
的に調査することができる。 

・地域の産業に関心をもち、産業をさかんにする
ための工夫や努力を意欲的に調べようとする。 

社会的な思考・判断 

・表現 
 
 
 

○様々な工夫や努力をして、消費
者が満足できる商品を作ってい
ることに気付くことができる。 

○原材料や生産品を調べる活動を
通して、他地域とのつながりに
気付くことができる。 

・工場の製造の様子から学習の課題を見つけ、製
造の仕事に携わっている人々の工夫や努力につ
いて考えている。 

・原材料や生産品を通して他地域とつながってい
ることに気付いている。 

観察・資料活用の 
技能 
 

○見学やインタビュー、工場の製
造の様子を調べ、その結果を工
夫して表現することができる。 

・工場の製造の様子を見学したりインタビューし
たりして調べ、その結果を工夫して表現してい
る。 

社会的事象について 
の知識・理解 
 
 

○地域の産業の生産の流れや働く
人の工夫や努力、苦労や願いを
理解することができる。 

○地域の生産活動と自分たちの生
活の結びつきについて理解する
ことができる。 

・工場で製造に携わっている人々は様々な工夫を
しているとともに、製造の仕事は他の地域と結
び付いており、こうした工夫や結び付きが自分
たちの生活を支えていることを理解している。 



４ 単元の指導・評価計画（１３時間扱い） 
段 
 
階 

時 
 
間 

 
       目   標 
 

 ○ 学習課題 
 ・ 主な学習活動 
 ☆ 主な支援の手立て 

 【言】主な言語活動 

評価規準 
【評価の観点】 
（評価方法） 

 
と 
 
 
 
 
ら 

 
 
 
１ 
 

自分たちの住む市で作られ
ている物が、どのようにして作
られているのかを調べる意欲
をもつ。 

 

○わたしたちの市で作られている物
を調べよう。 

 

・市でつくられている生産 

 物に関心をもち、調べよう 

としている。 

【関心・意欲・態度】 

  （発言・ノート） 
 
 
 
２ 
 

実物の羊かんから気づいた
ことを話し合う。 

 

○ようかんを食べてみよう。 

・見た目、形、においなど五感を働か
せて食べさせる。 

【言】食べてみて、包装を見て、感じ
たことを話し合う。 

・ようかんを食べてみて、味以
外にも気付いたことや感じ
たことを話すことができる。 

 【関心・意欲・態度】 

    （発言） 

え 
 
 
 
る 
 
 

 
 
 
３ 
 
 
 

実物の羊かんから気づいた
ことをもとに、調べたいことを
話し合い、計画をたてる。 

 

○ようかん工場で調べたいことを話
し合おう。 

☆品物だけでなく、働いている人たち
の様子についても問題意識を引き
出すようにする。 

【言】工場の「工夫を見つける」とい
うキーワードをもとに、調べる
ことを考える。 

・工場を見学して調べたいこ 

とや、見学の計画について考
え、発表したりノートに書い
たりしている。 

 【思考・判断・表現】 

  （発言・ノート） 

 
 
 
ふ 
 
 
 
 
 
か 
 
 
 
 
 
め 
 
 
 
 
る 
 
 
 
 
 
 

 
４ 

・ 
５ 
 
 

工場を見学して、工場の中の
様子やようかん作りの工程、働
く人の役割についてとらえる
ことができる。 

 

○工場では、ようかんをどのようにし
て作っているのだろう。 

・予想を確かめながら見学をする 
☆予想を確かめるためには何を見て
聞いてきたらよいかを確認しなが
ら見学をさせる。 

【言】見学して分かったことをできる
だけメモに書き留める。 

・自分たちの観点に沿って工場
の様子を調べたり、工場の人
にインタビューをしたりし
ている。 

【技能・表現】 
（観察・メモ） 

 
 
６ 

  めあてに沿って工場で見学
したことをまとめることがで
きる。 
 

○工場を見学して分かったことをま
とめよう。 

・見学してわかった工場の工夫や努力
についてまとめる。見学の視点に沿
ってまとめさせる。 

【言】調べたことをまとめる際、正し
い情報として書かれてあるか、
グループ内で確認しながらま
とめる。 

・自分たちの観点に沿って調べ
たことをまとめている。 

【技能・表現】 
（ワークシート） 

 
 

 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
 

 岩谷堂羊羹の製造の歴史に
ついて知り、伝統を守るための
工夫や苦労をとらえることが
できる。 

○「岩谷堂ようかん」のおいしさのひ
みつとれきしを調べよう。 

・「岩谷堂ようかん」のよさについて
商品の包装などの資料をもとに調
べる。 

・教師の取材をもとに、伝統の味を守
るためにしてきた努力について知
る。 

【言】資料から、必要な情報を読み取
る。 

・ようかん作りの歴史や、伝統
の味を守るための努力につ
いて理解している。 
  【知識・理解】 

   （発言・ノート） 

  
 



 
 

８ 工場で働く人たちがさまざ
まな仕事を分担するなどして
協力して働いていることに気
づくことができる。 

○ようかん作りのほかに、どのような
仕事があるのだろう。 

・工場の様々な部門の仕事の様子につ
いて話し合う。 

【言】工場のいろいろな仕事について
それぞれの仕事の工夫に着目
してまとめる。 

・工場には様々な部門の仕事が
あることをとらえ、それぞれ
の仕事の内容や工夫につい
て理解している。 

【知識・理解】 
（発表・ノート） 

 
 
 
９ 
 

  ようかんの原料がどこから
運ばれてくるのか調べ、自分た
ちの市と国内外の他地域との
つながりに気づくことができ
る。 

 

 

 

 

○ようかんの原料はどこから運ばれ
てくるのだろう。 

・見学で質問したことや、商品ラベル
から産地を調べる 

・調べた産地を地図に表す。 
☆原料の産地を地図に表す際、自分た
ちの地域と各産地を矢印で結び、さ
まざまな地域とのつながりをとら
えやすくする。 

【言】地図から読み取ったことを箇条
書きにしてまとめる。 

・店で売られている商品が国内
外の様々な地域から運ばれ
てきたことを理解している。 
【知識・理解】 

（発表・ノート・地図） 
 
 

  
 
 
10 
 
 
 
 

 工場の製品の輸送先や輸送
方法を調べて、工場の立地の工
夫や他地域とのつながりにつ
いて気づくことができる。 

○できあがった品物は、どこへ、どの
ようにして運ばれるのだろう。 

・工場の人の話や地図などの資料をも
とに、品物の運ばれる場所を詳しく
調べる。 

☆白地図に品物の輸送先を表す活動
を取り入れ、品物が流通している地
域の広がりをとらえやすくする。 

【言】地図から読み取ったことを箇条
書きにしてまとめる。 

・工場の製品の流通経路を理解
し、製品の流通を通した自分
たちの地域と他地域とのつ
ながりについてとらえてい
る。 
【知識・理解】 

（発表・ノート・地図） 
 

 
 
11 
 
 
 
本 
 
時 

  工場で働く人たちの様子や
思いを調べて、お客さんのこと
を考えた生産の工夫や努力を
していることをとらえること
ができる。 
 
 
 
 
 
 

○ようかん工場で働く人たちは、何の
ためにくふうしているのだろう。 

・工場で働いている人は、なぜ様々な
工夫や努力をしているのか考える。 

・家の人はどんなことを考えて製品を
買っているのかを考える。 

☆生産者の側の工夫を消費者の側の
願いに結び付けて考えるようにさ
せる。 

【言】グラフから読み取ったことから 
比較・関連させて自分の考えを 

 書いたり、発表したりする。 

・工場で働く人たちは、お客さ 

んのことを考えてようかん 

を作る工夫や努力をしてい
ることを考えている。 
【思考・判断・表現】 
（発表・ノート） 

 
 
 
 
 
 



ま
と
め
る 

 

ひ
ろ
げ
る 

 

 

 
 
 
 
12 
 
 
 
 
 

 ２つの工場を比較する中で、
工場では、様々な生産の工夫や
努力をしていることを確かめ
ることができる。 
 
 
 

○ようかん作りと鉄き作りをしてい
る人たちのくふうを比べよう。 

・２つの工場について、生産者の工夫
や努力について比べさせ、生産者は
消費者のことを考えて生産活動を
していることが共通していること
に気付かせる。 

☆ようかん作りも鉄器作りも、伝統を
守ることで消費者のニーズに応え
ようとしていることに気付かせる。 

【言】２つの工場の工夫や努力につい
て比較・関連させて、生産者の
工夫や努力について一般化す
る。 

・２つの工場の生産者の工夫や
努力について比べ、生産者は
消費者のことを考えて生産
活動をしていることが共通
しているということに気付
くことができる。 

  【思考・判断・表現】 
   （発表・ノート） 
 
 
 
 

 
13 
 

 調べたことをパンフレット
に表現して見せ合い、物を作る
仕事の工夫や努力について確
かめ、考えを深めることができ
るようにする。 
 
 
 
 

○ようかんづくりについて調べたこ
とを、見る人にわかりやすいパンフ
レットにまとめよう。 

・内容について話し合ってから、パン
フレットを作成する。 

☆生産者が消費者の願いに応えて商
品を作っていることが伝わるよう
に製作させる。 

【言】ねらいに沿ってパンフレットを
作成する。 

・学習を通して自分が考えたこ
とや感じたことを、適切に表
現している。 

  【思考・判断・表現】 
   （パンフレット） 
 
 
 
 

 

５ 本時の指導（１１／１３） 
（１）目標 
        工場で働く人たちの様子や思いを調べて、お客さんのことを考えた生産の工夫をしていること

を考えることができる。 
（２）本時の指導にあたって 
   〈仮説とのかかわり〉 
     手立て 「知識・技能」を活用し表現する言語活動の充実 

       ア  生産者の願いと販売側の工夫・努力を関連させて考えさせるための発問や資料提 

示を行い、自分の見方や考え方を深めさせる。 
イ 「たとえば」という言葉を使わせて、具体的に生産者の工夫や努力について考えたこ 

とを表現させる。 
                   

（３）展開 

段階 学習内容・学習活動 支援の手立てと評価の観点 準備・資料 

とら

える 

５

分 

１ 作る人の工夫や努力についてたし
かめる。 

 

２ 学習課題をつかむ。 

ようかん工場で働く人たちは、何
のためにくふうしているのだろ
う。 

 

・工場には、どんな仕事をしている人がいた
のか想起させ、本時の課題につなげる。 

 

・見学の時

の写真 



ふ

か

め

る 

 

 

３ 生産者側と消費者側の工夫や願い
について考える。 

（１）作る人がなぜいろいろな工夫をし
  ているのか予想する。 

 

（２）家の人はどんなことを考えてお土
産を買っているのかを考える。 

 家の人はどんなことに気をつ
けてお土産を買っているのだろ
う。 

 

 

 

・予想の根拠を話させるようにする。 

・予想が立てられない児童が多い時は、ペア
で考えを交流させる。 

 

手立て－ア 

・家の人へのアンケート結果をまとめた
グラフから、家の人の願いを読み取
る。 

 

 

 

 

 

 

３

５

分 

 

 

 

（３）買い物をする人の願いと作る人の
工夫を比べる。 

 
 
 
（４）自分たちの考えが正しいか検証す

る。 
 
５ 課題のまとめをする。 
【評価規準Ｂの例】 

 工場ではたらいている人たちは、
買う人のことを考えてくふうをし
ている。たとえば、伝統の味を守ろ
うとしている。 

 

 

 

 

 

・生産者は消費者のことを考えて工夫してい
ることに気づかせる。 

・生産者側の工夫と消費者側の願いがつなが
っている理由を考えさせる。 

 

・消費者のことを考えて製品を作っているこ
とを、店員さんへのインタビューのＶＴＲ
と、パワーポイントで確かめる。 

 

・課題を振り返らせ、全体でまとめる。 

・その後、「たとえば」を使って各自でまと
めさせる。 

・家の人へ

のアンケ

ートのグ

ラフ 

 

【評価規準】（思考・判断） 

・工場で働く人たちは、お客さんのことを考えてようかん 

をつくる工夫や努力をしていることを考えている。 

《具体の評価規準》 努力を要すると判断された児

童への具体的な手立て       Ｂ 

 工場では、生産者側が消費者
側のことを考えて工夫してい
ることをノートに書いている。 

 工場では、誰のために
工夫をしているのかを考
えさせ、まとめるように
させる。 

  手立て－イ 

・まとめの後に「たとえば」を使わせ、

消費者のことを考えた生産者側の工夫を

具体的に考えさせる。 
 

 

 

 

まと

める 

５

分 

６ 学習を振り返る。 
    ・自己評価をする。 
    ・感想を発表させる。 

 

７ 次時の予告をする。 

 

・感想を交流することで、学びのよさに気付
かせる。 

 

 

 

 

 



（４）板書計画 

                つ  

                く                         

                る                    

                人 伝とう 日持ち   地元産 オーダー えいせい 手間  同じ量 大量生産 

〈予想〉                                                      メイド 

 お客さんによろこんでもらうため 

 いっぱいお客さんに来てもらうため         

                 買            

                 う 

                 人          

 

 

○か ようかん工場ではたらく人た

ちは、何のためにくふうしている

のだろう。 

ようかんの

写真 

原 料 

の写真 

写真 

働く人の

の写真 

ようかんを作 

る機械の写真 

その土

地の物 

名菓 賞味期限 味 

○ま工場ではた

らいている人た

ちは、買う人の

ことを考えてく

ふうをしてい

る。たとえば～ 

家の人への 

アンケート

のグラフ 

ねだん 安全 


